
Ⅰ　児童サービス

問１　児童サービス担当職員数

児童専任職員 児童兼任職員
館数 うち常勤職員 館数 うち常勤職員

0人 38 館数 0人 70 館数
1人 24 1人 26 1人 21 1人 19
2人 19 2人 21 2人 9 2人 11
3人 14 3人 15 3人 10 3人 10
4人 8 4人 14 4人 14 4人 12
5人 9 5人 6 5人 2 5人 1
6人 12 6人 6 6人 2 6人 1
7人 7 7人 3 7人 4 7人 2
8人 6 8人 3 8人 2 8人 3
9人 2 9人 1 9人 3 9人 1
10人以上 2 10人以上 1 10人以上 4 10人以上 2

問２　児童担当職員の児童サービス経験年数（2024年3月末通算）
　＊担当者が1名の場合は最長の欄に記入

最長経験年数 最短経験年数
館数 館数

17 26
5 48
6 19
4 9
3 5

12 6
5 3
8 2
7 1

10 1
35 1
14 121
10
2
3

141

問３　児童資料の所蔵（2024年3月末現在） ※12p　表１に別掲

問４　児童資料の選書担当者

館数
54
23
30
14
20

その他の内容

・他館の児童担当者 ・責任者と蔵書担当

・児童担当者と収集担当者 ・学校図書支援員 ・選書・除籍担当

・分館から要望を出し、本館で選書 ・児童担当者と自治体司書職員 他

全員
他館（拠点館）の担当者
その他

最長25～30年未満
最長30年以上

合計

児童担当者　
収集担当者

最長9年 最短9年
最長10～15年未満 最長10～15年未満
最長15～20年未満
最長20～25年未満

合計

最長6年 最短6年
最長7年 最短7年
最長8年 最短8年

最短2年
最長3年 最短3年
最長4年 最短4年
最長5年 最短5年

最長0年 最短0年
最長1年 最短1年
最長2年

児童担当者
38%

収集担当者
17%

全員
21%

他館（拠点

館）の担当者
10%

その他
14%
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問５　児童書収集方針・選定基準等（明文化されたもの）はありますか？
※中央館のみ回答

館数
42
22

問６　新刊児童書の主な選書方法（複数回答可）

館数
83

132
3

18

その他の内容

・出版社ホームぺージ閲覧

・新刊案内・課題図書・話題本

・インターネットを活用

・リクエスト ・資料選定モニター

・ブックフェア ・出版社の持ち込み 他

問７　貴館内で、日常的に「おはなし会」を行っていますか？

館数
133

8

「している」と回答された場合、
a. その対象者と回数は？

乳幼児向き 幼児向け（3歳以上） 児童向け（小学生以上）
頻度 館数 頻度 館数 頻度 館数
月8回以上 3 月8回以上 1 月8回以上 1
月4～5回 16 月4～5回 45 月4～5回 32
月2～3回 38 月2～3回 22 月2～3回 16
月1回 50 月1回 36 月1回 28
年6～10回 4 年5回以内 5 年6～10回 1
年5回以内 2 その他 1 年5回以内 13

その他 ＊回数は割愛

館数 対象 館数
5 4歳以上 1

未就学児 1 幼児～小学生 2
3歳～小学生 3 未就学児～小学生 2
4歳～小学生 2 ひとりできける子 1

b. おはなし会を行った人は？（複数回答可）

館数
42

105
35
5

その他の内容

・委託事業者

・拠点館の職員とボランティア

・ボランティア不在時は職員が対応

・クリスマスおはなし会は、ボランティア（読み聞かせサークル）による実施

その他　　　　　　　　　　　　

職員のみ
職員とボランティア
ボランティアのみ

取次店指定書一括購入
その他

対　象
対象制限なし

している
していない

現物選定
リスト選定

ある
ない

現物選定
35%

リスト選定
56%

取次店指

定書一括

購入
1%

その他
8%

職員のみ
22%

職員とボラン

ティア
56%

ボランティアの

み
19%

その他
3%
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問８　貴自治体で以下のような子どもに関連する事業を行っていますか？

館数 ※中央館のみ回答

61
3

a. 「している」と回答された場合、具体的な名称（複数回答可）

館数 ※その他詳細は、13・14p　表２に別掲

35
44
18
43
35
22
9

42

問９　事業に関して、利用者のニーズを把握するための調査をしていますか？

館数
している 85
していない 56

a.している場合、調査の回答者は？（複数回答可）

館数 その他の内容

保護者 72 ・図書館利用者全般

子ども 73 ・ボランティア

その他 10 ・イベント参加者

問１0　YA（中高生向け）サービスを行っていますか？

館数
している 117
していない 24

a.している場合、担当セクションは？
館数 その他の内容

児童資料担当 36 ・担当分けしていない

一般資料担当 13 ・収集担当者

専任（YA資料担当） 9 ・拠点館の児童資料担当と一般資料担当

児童資料担当と一般資料担当の兼任 40 ・児童資料担当とYA資料担当

その他 19 ・児童サービス担当

・他部門と兼任のYA資料担当

b.その内容は？（複数回答可） ※YA向けイベントの内容は、14p　表３に別掲

館数 その他の内容

YAコーナーの設置 115 ・YA向けの特集展示 ・職場体験

YA資料のリスト作成 34 ・市立高校との交流会 ・特集展示

31 ・試験前に学習支援として会議室を開放 ・テーマ展示

YA向けイベントの開催 29 ・図書館員が選ぶ中高生におすすめ本コーナー

その他 17 ・中学校や高校と連携し、おすすめ本をＰＯＰとともに展示

・市内高校司書との連携会議にて、YAについての情報交換等（年1回）

その他　　　　　　　　　　　　

YA向け図書館だよりの発行　

一日図書館員、子ども司書等
読書通帳（手帳）
ぬいぐるみのおとまり会
映画会
工作会
科学あそび

＊２年以内（2023・2024年度）の図書館内での実施についてお答えください。

している
していない

読書の木
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問11　子どもへの多文化サービスを行っていますか？

館数
している 122
していない 19

a. している場合、その内容は？（複数回答可）

館数 その他の内容

資料貸出 121 ・資料展示

コーナーの設置 89 ・コミュニケーションボードの設置

外国語のおはなし会 21 ・やさしい日本語の案内

外国語で作成した利用案内やリスト 5 ・講師を招き、英語でおはなし会（年1回）

その他　　　　　　　　　　　 3

外国語のおはなし会

英　語： さいたま中央、さいたま大宮、さいたま桜、さいたま武蔵浦和、さいたま南浦和、入間藤沢分館、行田、鴻巣吹上、

鶴ヶ島中央、戸田中央、深谷、富士見鶴瀬西分館、ふじみ野大井、ふじみ野上福岡、三郷北部、八潮八幡、吉川、

和光、和光下新倉分館、伊奈

中国語： さいたま武蔵浦和、さいたま南浦和、川越川越駅東口

フランス語： さいたま南浦和、川越川越駅東口

タガログ語： さいたま武蔵浦和

オランダ語： さいたま桜

タミル語・トルコ語：  さいたま南浦和

韓国語・ベトナム語・マレー語：  川越川越駅東口

b. 収集している児童用外国語資料の言語は？（複数回答可）

館数
英語 115 その他
中国語 63 ・ノルウェー語 ・マレー語

韓国語・朝鮮語 62 ・イタリア語 ・チェコ・スロバキア語

スペイン語 49 ・スウェーデン語 ・ヘブライ語

ポルトガル語 43 ・ブラジル語 ・ペルシャ語

フランス語 38 ・ロシア語 ・ポーランド語

ドイツ語 33 ・フィンランド語 ・ハンガリー語

デンマーク語 17 ・タガログ語 ・シンハラ語

オランダ語 16 ・トルコ語 ・ウルドゥー語

タイ語 16 ・ベトナム語 ・ネパール語

・ギリシャ語 ・アラビア語

・アイスランド語 ・エスペラント語

・ルーマニア語 ・ヨーロッパ言語

問１2　児童サービスに関連して、コロナ対策に関連して始めた事業はありますか？

館数
ある 68
ない 73

a. している場合、その内容は？（複数回答可）

館数 ※詳細は、15ｐ　表４に別掲

子供向け電子書籍の提供 30
動画の公開 25
オンラインイベントの開催 10
ウェブサイト上での情報提供 11
その他　　　　　　　　　　　 21

b. 現在も継続していますか？
館数

継続中 46
一部継続中 9
終了した 13
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Ⅱ　子どもの読書活動推進関連の活動

問１3　貴自治体で「ブックスタート」又は乳幼児対象の類似の事業を行っていますか?　
※中央館のみ回答 詳細は、16p  表５に別掲

館数
59
5

a. 実施主体（事務局）はどこですか？
館数 その他の内容

36 ・子育て支援課 ・こども未来部こども育成課

12 ・子育て支援センター ・健康づくり課母子保健担当

11 ・こども支援課 ・保健センター

・市民課 ・社会教育課

・子ども施策推進課 ・ところっこ親子ふれあい絵本事業

b. 予算措置はありますか？
館数

ある 47
ない 12

c. 取組の内容は何ですか？（複数回答可）

館数
51
46
50
49
18

その他の内容

・赤ちゃんへの読み聞かせのすすめの話 ・絵本の選び方などの話

・わらべうたの紹介 ・フォローアップ事業の実施

・手あそびの紹介 ・市内案内資料配布等

・育児相談 ・図書館利用カードの発行

・読書・よみきかせ手帳 ・保健センターへの配本

・ブックリストの配布 ・絵本引き換えチケットの配布

・読み聞かせを親子のコミュニケーションツールの一つとしてすすめる講座

・子育て支援センター、児童館、市内読みきかせボランティア、家庭文庫のPR

・市内のキャラクターがプリントされたトートバックのプレゼント

d. どなたが事業に関わっていますか？（複数回答可）

館数 その他の内容

52 ・社会教育課図書館担当 ・読みきかせボランティア

24 ・助産師 ・子育てアドバイザー

24 ・保健師 ・保健センター職員

9 ・ハローエンゼル訪問員 ・おはなし会の会員

・子育て支援センター職員 ・会計年度任用職員

・ブックスタートボランティア ・NPO団体

図書館職員
他課所職員
図書館ボランティア
その他

絵本の提供
読み聞かせの実施
図書館のPR（利用案内・行事案内の配布等）
赤ちゃん向けブックリストの配布
その他　　

している
していない

図書館
保健センター
その他

している
92%

していない
8%
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e. 「していない」と回答された場合、今後の実施予定
館数

0
4
1

問１4　貴自治体で乳幼児以外の年齢を対象としたブックスタート類似事業を行っていますか?
※中央館のみ回答

館数
18
46

a. 「している」と回答された場合、取組の名称と対象 ※16p  表５に別掲

問１5　子ども向け印刷物（ブックリスト等）はありますか？

館数
94
47

＊自治体共通のものは中央館のみ回答

a. 「ある」と回答された場合、その対象は？（複数回答可）

館数
76
82
48

ある
ない

乳児～小学生未満向け
小学生向け
中・高校生向け

ない
以前実施していたが中止

している
していない

ある
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問１6　貴自治体では、学校図書館に職員（学校司書・支援員・相談員等）を配置していますか？
※中央館のみ回答 詳細は、17ｐ　表６に別掲

館数
44
19

a.職名
館数 その他の内容

15 ・学校図書館支援員　　　  ・学校図書館指導員  

3 ・学校図書館司書 ・学校図書支援員

3 ・学校図書館補助員 ・学校図書補助員

23 ・学校図書員 ・学校読書活動支援員

・学校図書館協力員 ・教員業務支援員

・学校図書館教育支援員 ・司書教諭

・図書活動推進教員 ・図書館アドバイザー

・図書館支援員 ・図書館整理員

b.勤務体制
館数 その他の内容

2 ・会計年度任用職員

17 ・指定管理

7 ・不明

7
3
8

c.勤務時間・日数 ※17ｐ　表６に別掲

e. 配置校（複数回答可） f.配置状況
館数 館数

45 22
41 21
4 1

g.研修
館数

30
14

問１7　貴館では、学校との連携、学校への支援をしていますか？
館数

135
6

a.「している」と回答された場合、専任のセクション（支援センター等）はありますか？
館数 セクション名称

6 ・子ども読書支援センター（埼玉県）

129 ・学校図書館支援センター（さいたま市立北浦和）

・子どもの読書活動支援センター（上尾市）

・学校支援員（ふじみ野市）

・学校教育課（飯能市）

特別支援学校

ある
ない

あり
なし

臨時
パート
委託
その他

小学校

図書整理員
その他

常勤
非常勤

している
していない

学校司書
学校図書整理員

している

 1校専任
複数校専任
巡回

していない

中学校

している
70%

していない
30%
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b. 小学校と連携・支援している内容は？（複数回答可）

館数 その他の内容

37 ・本の団体貸出 ・ブックリスト

25 ・レファレンス ・移動図書館車の巡回

51 ・セカンドブック（小1対象）

58 ・読書パスポート配布おはなし会

94 ・おはなし給食時、読み聞かせ職員派遣

54 ・課題解決型学習の受入

132 ・学校にて図書館の利用案内やブックトーク

23 ・学校図書館の運営支援

30 ・学校図書館利用のオリエンテーション

・電子図書館の学校連携

・出張ビブリオバトル講座 他

c. 中学校と連携・支援している内容は？（複数回答可）

館数 その他の内容

28 ・本の団体貸出 ・レファレンス

19 ・ブックリスト提供 ・職場体験

12 ・中学生おすすめ本のPOP展示

24 ・授業成果物を図書館にて展示

69 ・ＹＡサポーター交流会(図書館活動参加）

34 ・授業支援

32 ・図書館ボランティアの受け入れ

89 ・電子図書館の学校連携

35 ・吹奏楽部による演奏会 他

d. 特別支援学級（校）と連携・支援している内容は？（複数回答可）

館数 その他の内容

13 ・授業内での図書館利用（読書・図書の貸出）　　

15 ・要望があれば随時対応する　

28 ・通常学級の生徒とあわせて職業体験の受入

19 ・学校にて図書館の利用案内やブックトーク

46 ・図書館でのおはなし会

16 ・セカンドブック（小1対象）

48 ・レファレンス ・工作

24 ・団体貸出

15 ・定期的な団体貸出 他

e. 学校以外の機関と連携をしていますか？
館数

114
27

f. 「している」と回答された場合、その機関は？（複数回答可）

館数 その他の内容

46 ・保健センター ・観光協会 ・博物館

70 ・こども家庭センター ・自然学習センター ・学童

49 ・児童養護施設 ・子育てサロン ・美術館

32 ・教育支援センター ・教育相談室 ・大学

44 ・まちづくり協議会 ・放課後等デイサービス

4 ・自然学習センター ・コミュニティセンター

50 ・児童発達支援教室 ・高等学校 他

していない
している

公民館
児童館
子育て支援センター
書店
その他

体験学習
その他

幼稚園
保育所

学習テーマにそった本の団体貸出
調べ学習の受入
施設見学

その他

学習テーマにそった本の団体貸出
調べ学習の受入

出張ブックトーク

学校との話し合い
事前連絡のルール化
出張おはなし会

事前連絡のルール化
出張おはなし会
出張ブックトーク
学習テーマにそった本の団体貸出
調べ学習の受入
施設見学

学校との話し合い

学校との話し合い
事前連絡のルール化
出張おはなし会
出張ブックトーク

施設見学
体験学習

体験学習
その他
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問18　児童書の団体貸出を行っていますか?
a. 団体貸出用の図書は？

館数 館数
128 図書館の貸出用と共用 110
13 団体貸出用の図書中心 18

b. 利用団体は？（複数回答可） ※詳細は、18-20ｐ　表７　に別掲

館数 その他の内容

110 ・子育て支援センター ・児童館

120 ・放課後等デイサービス ・市内１０人以上の団体

50 ・市役所他課 ・子どもの障害者施設（団体）

115 ・福祉施設 ・教育センター

102 ・青少年交流センター ・教育支援センター

36 ・高齢者施設 ・こども家庭センター

問19　児童サービスでボランティアを導入していますか？

館数
124
17

a.  「している」と回答された場合、ボランティアの活動内容は？（複数回答可）

館数 その他の内容

122 ・ブックスタート

41 ・図書の修理

17 ・おはなしスタッフ養成講座への協力

21 ・学生ボランティア体験の補助

21 ・地域文庫

7 ・館内展示

15 ・イベント情報の収集

14 ・読み聞かせボランティア団体への講師派遣

問20　図書館の児童サービスに関わるボランティアを新規養成していますか？（過去3年以内）

館数
36

105

　a.「している」と回答された場合、養成の頻度は？
館数 その他の内容

25 ・必要に応じて

2 ・必要と予算に応じて

9 ・不定期

おはなし会以外の集会行事
おはなし会

幼稚園・保育所
学校・学級

イベント運営

布絵本、拡大写本などの製作
幼稚園、学級訪問など  
書架整理・配架

その他

ブックリスト作成

その他
隔年
毎年

していない
している

地域文庫

している

ボランティア団体 

している
していない

していない

学童（児童）クラブ
その他
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問21　図書館の児童サービスに関わるボランティアの活動に関して、課題がありますか？

館数
92
49

　a.「している」と回答された場合、課題の内容は？
館数 その他の内容

63 ・ボランティアの高年齢化

20 ・活動場所の確保

9 ・ボランティア受入方針の検討

・講師の確保（謝金）

問22　貴館で活動・連携しているボランティア・読書グループ
※埼玉県子ども読書情報室（https://www.pref.saitama.lg.jp/f2215/kodomodokusho/kd-vt.html）に掲載

課題はない

その他
ボランティアのスキルアップ講座等の運営について
ボランティア活動人数の減少

課題がある

10



Ⅲ　職員研修

問23　児童サービス研修会（埼玉県図書館協会）に参加していますか？（過去3年以内）

館数
28
63
50

　a.参加していない理由を教えてください。(複数回答可）

館数
34
3
2

18

その他の内容

・業務多忙のため ・過去に参加している

・児童サービス担当職員不在のため ・地区館のため

・開催日が事業と重なることが多い ・業務委託のため

・図書館業務の基礎を勉強中のため ・常勤職員不在のため

問24　どのような研修をのぞみますか？（複数回答可）

館数 その他の内容

67 ・ボランティア養成

84 ・児童の接し方、おはなし会の構成

47 ・児童書の除籍

86 ・アウトリーチ・サービス

66 ・選書

77 ・バリアフリーサービス

72 ・行政組織における公立図書館の位置づけ

63 ・障がい児に向けた読書活動等に関する研修等

66
14

問25　その他、児童サービスに関する課題

・おはなし会などの定期イベントへの参加者数の減少および低年齢化（小学生参加者の減少）
・小学校高学年以降の利用減少
・学習スペースを利用するために来館するＹＡ世代の蔵書利用をどう増やしていくか
・集会室のない小さな図書館で、魅力ある児童向け事業をどう行っていくか
・コロナ時の休館により図書館利用が断絶した世代に対するPR
・図鑑や事典などの調べ学習に使うツールの活用方法や、設置場所の検討
・YAコーナー（特に進路）の活性化
・多文化コーナーの活性化
・児童サービス主体館との連携
・ボランティアの高齢化
・ボランティア活動者の減少および、その際の運営体制
・児童研修の講師を務められる人材不足。児童サービス研修会の内容を再検討、県職員も講師を務めるべき
・人事異動により定期的に異動が伴うため、児童サービス職員の知識・技術の向上が困難なこと
・児童担当職員の高齢化および新規採用の予定がない中での児童サービスの継続
・蔵書数増加による収蔵キャパシティーの超過、それに伴う除籍の判断 他

問26　補足事項 ※各設問に反映させたため割愛

その他

紙芝居

回数が多い

図書の評価
ブックトーク
レファレンス
ヤングアダルトサービス

その他

ストｰリーテリング

絵本の読み聞かせ

乳幼児サービス
科学遊び等集会行事

希望する内容の研修ではない

毎年参加
年により参加
参加していない

人員不足
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